
社
会
の
あ
り
方
の
模
索
が

山
本
教
授
は
「
コ
ロ
ナ
禍
は
現

代
社
会
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し

た
。
世
界
的
な
流
行
の
収
束
は

ま
だ
見
通
せ
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ

後
の
社
会
の
あ
り
方
を
模
索
す

る
動
き
が
始
り
つ
つ
あ
り
ま
す
」

と
寄
稿
文
は
冒
頭
で
述
べ
て
い

ま
す
。
「
感
染
症
は
、
私
た
ち
人

間
が
自
然
の
一
部
で
あ
る
限
り

な
く
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ウ
イ
ル

ス
は
、
私
た
ち
人
間
社
会
の
弱
点

を
つ
く
か
た
ち
で
現
れ
る
」
と
エ

イ
ズ
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
を
例
に
、

い
か
に
社
会
の
あ
り
方
が
感
染

症
を
選
択
し
、
感
染
的
爆
発
を

性
格
づ
け
た
の
か
を
述
べ
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
日
本
民
医
連
の
「
け
ん
こ
う
教
室
」
に
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
の
山
本
太
郎
教
授
が
特
別
寄
稿
し
て
い

ま
す
。
こ
の
寄
稿
文
は
、
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ス
が
終
わ
り
、
や
が
て
く
る
新
し
い
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

上
で
重
要
な
提
言
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
洋
経
済
１
１
月
２
０
日
号
「
人
類
は
資
本
主
義
を
本
当
に
こ
の
ま
ま

続
け
ら
れ
る
か
」
に
こ
れ
か
ら
の
世
界
と
日
本
社
会
の
あ
り
方
に
対
し
て
貴
重
な
提
案
、
提
言
が
あ
り
、
筆
者
の

「
能
力
の
範
囲
」で
少
し
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。  

 
 
  

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
  

 
 

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
性
格
づ
け

る
の
は
『
ヒ
ト
社
会
』
あ
る
い

は
『
ヒ
ト
社
会
の
あ
り
方
」
』
で

は
な
い
の
か
・
・
・
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

都
市
化
が
ウ
イ
ル
ス
を
ヒ
ト

社
会
に
定
着
さ
せ
る
原
動
力

と
し
て
働
い
た
」
と
し
て
い
ま

す
。
「
私
た
ち
に
必
要
な
こ
と

は
ど
の
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
に
も

対
応
で
き
る
し
な
や
か
で
柔

軟
な
社
会
（
民
主
主
義
的
手
法

で
実
現
）
と
明
日
へ
の
「
希
望
」

で
あ
り
、
弾
圧
や
分
断
で
は
な

く
、
市
民
の
自
律
的
な
参
加
、

連
帯
を
引
き
出
す
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
働
き
か
け
が
求
め

ら
れ
る
か
、
私
た
ち
の
想
像
力

が
試
さ
れ
て
い
る
」
と
提
言
し

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
ま
ま
の
資
本
主
義
は
・
・・

『
東
洋
経
済
』
の
対
談
。
斉
藤
幸

平
大
阪
市
立
大
准
教
授
、
水
野

和
夫
法
政
大
学
教
授
は
、
「
人
類

は
こ
の
ま
ま
資
本
主
義
を
本
当
に

続
け
ら
れ
る
か
」
に
お
い
て
「
日

本
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
是
非

云
々
の
間
に
海
外
で
は
『
資
本
主

義
の
次
の
社
会
』
を
ど
う
構
想
す

る
か
具
体
的
論
議
が
始
ま
っ
て

い
る
」
「
こ
の
ま
ま
の
資
本
主
義

に
こ
だ
わ
り
続
け
れ
ば
、
資
本

主
義
は
多
大
な
終
焉
を
生
む
」

な
ぜ
な
ら
「
こ
の
ま
ま
化
石
燃
料

を
使
い
続
け
れ
ば
地
球
規
模
の

危
機
に
陥
る
。
気
候
変
動
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
本
当
に
深
刻

だ
。
パ
リ
協
定
で
は
、
今
世
紀
中

に
産
業
革
命
時
か
ら
２
℃
未
満 
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T E L  ２３－６０２３

FA X  ２４－１６８４

に
抑
え
る
こ
と
を
目
標
に
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
を
半
減
、
５
０
年
ま
で

に
は
ゼ
ロ
に
す
る
。
も
う
脱
化
石

燃
料
へ
の
大
転
換
は
待
っ
た
な

し
」
「
１
年
ほ
ど
前
グ
レ
タ
さ
ん

が
始
め
た
抗
議
活
動
が
、
世
界

中
の
若
者
４
０
０
万
人
が
ス
ト

ラ
イ
キ
や
デ
モ
に
参
加
す
る
。
日

本
で
は
気
候
変
動
に
対
す
る
ア

ク
シ
ョ
ン
が
大
き
く
な
ら
な
い

が
、
こ
れ
は
一
つ
の
希
望
」
と
。

対
談
の
中
で
集
英
社
新
書

資

本
主
義
の
終
わ
り
か
、
人
間
の
終
焉

か
「
未
来
へ
の
大
分
岐
」
を
紹
介
。

「
あ
ら
ゆ
る
企
業
の
株
式
の
一
部

を
社
会
化
、
市
民
、
国
民
す
べ
て

を
株
主
と
み
な
す
。
生
み
出
さ

れ
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
社
会

化
、
共
有
の
財
産
に
す
る
」
＝
（世

界
最
高
の
知
性
《
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ

エ
ル
な
ど
の
共
著
》
若
い
俊
英
《
斎
藤

幸
平
編
》
が
描
く
民
主
主
義
を
取
り
戻

す
羅
針
盤
の
書
籍
）
。
斉
藤
氏
は
そ

の
上
に
「
で
き
れ
ば
そ
れ
に
地
域

性
を
取
り
入
れ
る
。
東
京
一
極

集
中
で
な
く
地
方
分
権
を
進
め

る
。
地
域
に
密
着
し
た
教
育
機

関
、
金
融
機
関
な
ど
の
充
実
。
地

域
の
中
で
で
き
る
だ
け
自
給
自

足
。
『
よ
り
近
く
、
よ
り
ゆ
っ
く

り
、
よ
り
寛
容
に
』
と
ポ
ス
ト
資

本
主
義
の
構
想
が
求
め
ら
れ
る

時
代
に
な
っ
て
い
る
」と
。

難
し
い
話
で
す
が
、
真
剣
に
考
え

る
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

神
忠
志
の
勝
手
気
ま
ま
な
料
理
レ

シ
ピ

★
サ
ツ
マ
イ
モ
の
レ
モ
ン
煮

▼
サ
ツ
マ
イ
モ
中
２
本
３
分
程
チ

ン
し
、
輪
切
り
に
。
リ
ン
ゴ
中
半

分
小
さ
め
に
切
る
、
レ
モ
ン
半

分
輪
切
り
、
半
分
は
し
ぼ
る

▼
サ
ツ
マ
イ
モ
が
か
ぶ
る
ほ
ど
の

南
部
賞
と
は
？

１
９
８
２
年
第
一
回
ノ
サ
ッ
プ

マ
ラ
ソ
ン
に
来
賓
で
来
根
し
た
ロ

ス
五
輪
三
段
跳
び
金
メ
ダ
リ
ス
ト

南
部
忠
平
氏
の
提
案
に
よ
る
賞
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
選
手
育
成

等
に
功
績
の
あ
っ
た
人
た
ち
へ
送

呈
さ
れ
る
も
の
で
す
。

丸
山
マ
サ
ル
氏
と
私
は
、
１
９

６
５
年
体
育
教
師
と
し
て
、
根
室

市
に
赴
任
。
主
に
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
を
通
じ
て
長
い
間
親
交
を
深

め
て
き
た
仲
間
同
士
で
す
。

私
の
ス
ケ
ー
ト
と
の
関
り
は
、

初
任
地
が
港
小
学
校
で
、
前
任

者
・
越
田
節
男
先
生
が
熱
心
な
指

導
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
大
学
の
一

回
り
先
輩
・
山
田
豊
治
先
生
が
根

室
高
校
で
ス
ケ
ー
ト
指
導
に
当
た

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
で
す
。

 
 

筆
者
は
、
丸
山
マ
サ
ル
氏
と
と
も
に
１
１
月
８
日
に
南
部
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ト
関
係
者
の
皆
さ
ん
や
読
者
の
皆
さ
ん
に
心

か
ら
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水
で
火
に
か
け
る

▼
さ
ら
に
鍋
に
砂
糖
大
さ
じ

２
、
輪
切
り
レ
モ
ン
と
レ

モ
ン
汁
、
リ
ン
ゴ
を
入
れ

１
０
分
〜
１
５
分
煮
込
む

▼
火
を
止
め
余
熱
が
取
れ
れ

ば
、
冷
蔵
庫
で
冷
や
す

（
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
参
照
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

元
々
旭
川
育
ち
の
私
は
、

ス
キ
ー
は
得
意
で
し
た
が
、

ス
ケ
ー
ト
は
大
の
苦
手
で
し

た
。
ト
ノ
カ
ワ
と
呼
ば
れ
て

い
た
オ
ッ
カ
イ
ベ
ツ
の
沼
リ

ン
ク
は
、
雪
が
降
る
前
は
「
油

氷
」
と
言
わ
れ
る
素
晴
ら
し

い
氷
。
し
か
し
、
雪
が
積
も

る
と
板
の
除
雪
版
で
雪
を
除

け
、
雨
な
ど
で
リ
ン
ク
が
ガ

タ
ガ
タ
に
な
る
と
ツ
ル
ハ
シ

と
バ
ケ
ツ
で
リ
ン
ク
整
備
。

上
級
生
の
子
ど
も
た
ち
、
先

生
方
が
大
変
な
思
い
で
整
備

に
当
た
り
ま
し
た
。

賞
を
受
け
、
第
一
に
思
い

出
し
た
の
は
、
あ
の
時
の
寒

く
辛
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。


